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納付は口座振替が便利です
収納対策課　　   （２３）８７０３
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東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
で
は
、
東
日
本
の
広
範
囲
に
わ

た
り
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
多
く

の
方
々
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
内
で
は
人
的
被
害
９
件（
重
傷
４
件
、

軽
傷
５
件
）の
ほ
か
、
道
路
や
建
物
な
ど

の
損
壊
、
塀
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
多
数
発

生
し
ま
し
た
。
公
共
施
設
の
中
に
は
市
役

所
本
庁
舎
の
損
壊
も
含
ま
れ
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
強
い
揺
れ
を
伴
う
余
震
が
続

く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

今
後
も
引
き
続
き
、
市
や
報
道
機
関
か
ら

の
情
報
を
注
意
深
く
ご
覧
い
た
だ
き
、
落

ち
着
い
て
行
動
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
市
役
所
本
庁
舎
が
損
壊
を

受
け
た
た
め
、
市
役
所
の
次
の
窓
口
業
務

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
、
市
役
所
南
別
館

２
階
会
議
室
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
各
課
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
18
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

　・
市
民
課
窓
口（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
の
交
付
、
住
民
異
動
届
・

　

戸
籍
の
届
出
な
ど
）

・
税
務
課
窓
口（
税
の
証
明
書
の
交
付
、

　

軽
自
動
車
登
録
な
ど
）

　

※
市
民
税
係
・
資
産
税
係
の
業
務
を
除
く
。

・
収
税
課
窓
口（
市
税
等
の
納
付
相
談
、

　

収
納
な
ど
）

・
国
保
年
金
課
窓
口（
各
種
医
療
費
助
成

　

申
請
の
受
付
、国
民
健
康
保
険
の
資
格

　

取
得
・
喪
失
届
の
受
付
な
ど
）

・
会
計
課
窓
口（
市
税
等
の
収
納
な
ど
）

　　

な
お
、
各
支
所
・
出
張
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
の
業
務
に
な
り
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
、
ご
み
焼
却
施
設（
広
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原
）の
一
部
に

破
損
が
生
じ
た
た
め
、
修
繕
工
事
が
完
了

す
る
ま
で
の
間
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
が
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
緊
急
措
置
と
し
て
、
可
燃

ご
み
の
一
時
保
管
場
所
を
設
け
、
一
時
ス

ト
ッ
ク
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
計
画
停
電
の
長
期
化
」に
よ
り
、
今
後

さ
ら
に
ご
み
処
理
業
務
に
影
響
が
で
て
し

ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
う
し
た
状
況
が
改
善
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

可
燃
ご
み
の
収
集
回
数
を
こ
れ
ま
で
の
週

２
回
か
ら
週
１
回
の
収
集
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
○
可
燃
ご
み
収
集
日

・（
変
更
前
）
月
、
木
曜
日
の
地
区

　　
　
　
　
　

←　

　
（
変
更
後
）
月
曜
日 

の
み

・（
変
更
前
）
火
、
金
曜
日
の
地
区

　　
　
　
　
　

←　

　
（
変
更
後
）
火
曜
日 

の
み

　

可
燃
ご
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
不

燃
ご
み
に
つ
い
て
も
で
き
る
限
り
ご
み
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
ご
み
の

中
に
は
、
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

雑
誌
や
紙
類
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
『
チ
ラ
シ
、
雑
誌

類
の
分
別
の
徹
底
』に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
の
詰
め
替
え

用
の
使
用
や
、
生
ご
み
の
十
分
な
水
き
り

な
ど
、『
家
庭
内
で
で
き
る
ご
み
を
減
ら

す
工
夫
』に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
田
原

　
　
　
（
２
０
）２
２
７
０

　

生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

計
画
停
電
の
実
施
に
よ
り
、
自
家
発
電

装
置
を
備
え
て
い
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
内
の

ポ
ン
プ
が
停
止
す
る
た
め
、
汚
水
が
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
あ
ふ
れ
出
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
下
水
道
課
で
は
、
計
画
停
電
時
に
自

家
発
電
装
置
や
バ
キ
ュ
ー
ム
車
を
用
意
し

て
、
汚
物
が
路
上
に
あ
ふ
れ
出
な
い
よ
う

に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
排
水
量
が
多
い

時
間
帯
で
は
対
応
が
追
い
付
か
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
計
画
停
電
を
実
施
し
て
い

る
時
間
帯
に
お
い
て
は
、
下
水
道
へ
の
排

水
は
必
要
最
小
限
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
２

　

３
月
30
日
、
紫
塚
浄
水
場
な
ど
市
内
７

カ
所
の
地
下
水
お
よ
び
北
那
須
水
道
用
水

の
蛇
口
水
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
放
射
性

ヨ
ウ
素
お
よ
び
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
も
検

出
限
界
以
下（
13
ベ
ク
レ
ル
／
kg
未
満
）

で
し
た
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
管
理
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
３

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

市
の
窓
口
業
務

水
道
水
の
水
中
放
射
性
物
質
濃
度

可
燃
ご
み
の
排
出

分
別
の
徹
底
、
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

収
集
回
数
の
変
更
　
週
２
回
か
ら
１
回
へ

下
水
道
へ
の
排
水
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  名　称

り災証明
　
　
　
　
　
　
被災申出
証明

　  　申請に必要なもの

・り災証明願 （窓口備え付け）
・被害状況が分かる写真
　(屋根瓦のずれ、柱・床・天
　   井のゆがみ、外壁・内壁・
　   基礎のひび割れなど）
・身分証明書 （運転免許証等）
・印鑑
・印鑑

　申請できる方

・り災された本人
・同居の親族
・使用者
　
　
　
　
・被災された本人

申請先・問い合わせ

税務課税制係
（南別館２階）
　 　（23）8 7 8 5
　
　
　
　
総務課総務防災係
（東別館２階）
 　　（23）1 1 1 1

※ り災証明については、原則として復旧後の証明はできません。

　

今
回
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
よ
り
家
屋

が
破
損
し
た
場
合
、
そ
の
程
度
を
認
定
基

準
に
基
づ
き
判
定
し
、「
全
壊
」、「
大
規

模
半
壊
」、「
半
壊
」、「
一
部
損
壊
」の
い

ず
れ
か
の
認
定
結
果
を
市
が
証
明
す
る
も

の
で
す
。

　

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
各
種
支
援
制
度

な
ど
を
ご
利
用
に
な
る
際
に
は
、
多
く
の

場
合
、
こ
の
証
明
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
証
明
の
発
行

を
行
う
た
め
、
被
害
認
定
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
り
災
証
明
書
の
発
行
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
の
で
、
申
請
を
受
け
て
、
そ

の
場
で
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

被
害
状
況
が
基
準
に
満
た
な
い
場
合
、
証

明
書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　

５
月
31
日（
火
）　

午
後
５
時
15
分
ま
で

※
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
か
か
わ
る

　

り
災
証
明
の
場
合

　
「
自
然
災
害
に
よ
り
家
財
な
ど
に
被
害

が
あ
っ
た
こ
と
を
市
に

申
し
出
た
こ
と
」を
証
明

す
る
も
の
で
す
。

　

家
財
道
具
や
電
化
製
品

な
ど
の
保
険
金
の
請
求
で

必
要
と
な
り
ま
す
。

 　　

地
震
に
よ
り
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受

け
た
世
帯
に
対
し
、
生
活
を
再
建
す
る
た

め
に
、
支
援
金
の
給
付
を
行
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
被
災
世
帯

１ 

全
壊
し
た
世
帯

２ 

住
宅
が
半
壊
し
、
や
む
を
得
ず
解
体
し

　

 

た
世
帯
ま
た
は
住
宅
の
敷
地
に
被
害
が

　

 

生
じ
、
そ
の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解 

　

 

体
し
た
世
帯

３ 

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、 

災
害

　

 

に
よ
る
危
険
な
状
態
が
継
続
し
、
住
宅

　

 

に
居
住
不
能
な
状
態
が
長
期
間
継
続 

し

　

 

て
い
る
世
帯

４ 

大
規
模
半
壊
世
帯

●
支
援
金
の
支
給
額

　

支
給
額
は
、
次
の
二
つ
の
支
援
金
の
合

　

計
額
と
な
り
ま
す
。

① 

住
宅
の
被
害
程
度
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
基
礎
支
援
金
）

② 

住
宅
の
再
建
方
法
に
応
じ
て
支
給
す
る

　

 

支
援
金（
加
算
支
援
金
）

●
申
請
先　

総
務
課
総
務
防
災
係

●
申
請
期
間

① 

基
礎
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
13
月
以

　

 

内（
平
成
24
年
４
月
10
日
ま
で
）

② 

加
算
支
援
金　

災
害
発
生
か
ら
37
月
以

　

 

内（
平
成
26
年
４
月
10
日
ま
で
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１

　

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
方

に
次
の
と
お
り
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
受
付
期
限　

５
月
31
日（
火
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
７

地
震
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け

た
方
へ

り
災
証
明
・
被
災
申
出
証
明

　　被害の程度　　

全壊
（５割以上の損壊）
半壊以上（２割以上、
５割未満の損壊）
　
一部損壊（２割未満
の損壊）

見舞金額

　
５０，０００円

　
３０，０００円

　
　

１０，０００円

　    申請に必要なもの

・り災証明
・被害状況が分かる写真
・身分証明書（運転免許証等）
・預貯金通帳
・被害状況が分かる写真
・身分証明書（運転免許証等）
・預貯金通帳

※ 写真は、「住宅全体の写真」と「被害を受けた部分の写真」
　（屋根瓦の割れ、内壁・基礎のひび割れなどの写真）をご用
　意ください。

り
災
証
明

被
災
申
出
証
明

災
害
見
舞
金

対象被災世帯 ①基礎支援金

※ 世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額の３/４の額
　（例）「大規模半壊」で「補修」の場合
　　（基礎）37 万５千円+（加算）75 万円 =（合計）112 万５千円

建設・購入
補修
賃借

建設・購入
補修

賃借

２００万円
１００万円
５０万円
２００万円
１００万円

５０万円

②加算支援金 合     計

３００万円
２００万円
１５０万円
２５０万円
１５０万円

１００万円

　
１００万円

５０万円

全壊
（１、２、３の場合）

大規模半壊
（４の場合）

【 支援金の支給額 】

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
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　行政改革の推進や行政需要への適切な対応を図るため、行政組織の見直しを行いました。
　主な変更は、次のとおりです。　（各課の配置図は18ページをご覧ください。）

各 課 の 配 置各 課 の 配 置

・ 教育委員会事務局に中央公民館を新設
・ 黒羽支所の市民福祉課および観光経済課を統合し、
　総合窓口課を新設
● 係の変更
 ・ 国保年金課に賦課係を新設
 ・ 建築住宅課に建築指導係を新設
 ・ 高齢いきがい課に基幹型支援センター係を新設
■問い合わせ
　行政経営課行政改革係　　     （２３）８７６６

● 部などの変更
 ・ 政策改革推進室および総務部を統合し、総合政策部
　を新設
 ・ 保健福祉部から分離し、市民生活部を新設
● 課などの変更
 ・ 収税課を収納対策課に改称
 ・ 維持管理課を道路維持課に改称
 ・ 政策推進課、行政改革推進課および企画政策課を
　統合し、政策推進課および行政経営課を新設

南別館

庁　　舎 電話番号 係　　　名課　　名

１階議会棟

本

庁

東別館

本庁舎
別棟

２階

情報管理係
管理係　　維持係（道路管理係、道路補修係を改称。
河川係を廃止　業務は他の係へ移管）
大田原補修基地　　黒羽補修基地
庶務係　　道路１係　　道路２係　　用地係
都市計画係　　都市施設係
（区画整理係を廃止　業務は都市計画係へ移管）
住宅係　　建築１係　　建築２係
設備係　　建築指導係（新設）
人事研修係　　給与厚生係
財政係　　管財係
選挙係
監査係
　
税制係　　※市民税係・資産税係は湯津上庁舎
収税管理係　　徴収対策係
（徴収係、国保税係を再編）
医療助成係　　国保医療係　　賦課係（新設）
国民年金係
戸籍係　　市民係
審査係　　出納係
（会計係を分割、改称）
契約係　　検査担当
庶務係　　議事調査係
高齢対策係　　介護管理係　　介護認定係
介護予防係　　基幹型支援センター係（新設）
健康政策係　　健康危機対策係（健康危機管理係を
改称)　　成人健康係
社会福祉係　　生活福祉係　　福祉支援係
子育て支援係　　保育係　　母子健康係
保育園６園
市民生活係　　環境政策係　　生活環境係
交通対策係（総務課から移管）
総務防災係　　地域安全安心担当　　文書法規係
（防災担当を廃止）

１階

(23)8959
(23)8717

(23)8710
(23)8711

(23)8724

(23)8702
(23)8797
(23)8715
　
　
(23)8785
(23)8639

(23)8792

(23)8705
(23)8722

(23)8189
(23)8714
(23)8740

(23)8704

(23)8707
(23)8932

(23)8706

(23)8702

２階

行政経営課（新設）
道路維持課
（維持管理課を改称）
　
道路建設課
都市計画課
　
建築住宅課
　
総務課
財政課
選挙管理委員会事務局
監査委員事務局
公平委員会事務局
税務課
収納対策課
（収税課を改称）
国保年金課
　
市民課
会計課
　
検査課
議会事務局議事課
高齢いきがい課
　
健康政策課
　
福祉課
こども課
　
生活環境課

総務課

２階

４月から４月から

本庁舎
（北側）

１階

１階

市の組織を一部変更します市の組織を一部変更します

２階
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大田原地域
職業訓練セ
ンター

３階

(22)4148
(23)8716
(23)4834

(23)8709

(23)8719
(23)8708
(23)8126

(23)8701

(23)8766
(23)8700
(23)8712

(23)8713
(22)8017

(23)8718

(98)2111

(98)2246
(98)2119
(98)7111

(98)7114
(98)7115

(98)7080

(54)1111

(54)1112

(54)0184

文化振興課
農業委員会事務局
農業公社

商工観光課

中央公民館（新設）
農政課
農林整備課

政策推進課（新設）

行政経営課（新設）
秘書課
下水道課

水道課
スポーツ振興課

※ 指定管理者

文化振興課

湯津上支所 総合窓口課

税務課

教育総務課

学校教育課
生涯学習課

中央公民館（新設）

黒羽支所 管理課

黒羽支所 総合窓口課
（市民福祉課および観
光経済課を統合）
中央公民館（新設）

本

庁

庁　　舎 課　　名 電話番号 係　　　名

１階

１階

２階

総合文
化会館

２階

水道庁舎

県立県北体育館

大田原図書館

那須与一伝承館

湯津上庁舎

黒羽庁舎

１階

１階

文化会館係
農業振興係　　農地調整係
管理係　　業務係
施設係（道の駅那須与一の郷内） (23)8641
（味処ゆづかみ、水遊園直売所およびレストラン牧場
に指定管理者制度導入により、施設１係および施設
２係を統合）
商業振興係　　観光交流係　　工業係
観光交流センター係（黒羽庁舎内） (54)1040
勤労青少年ホーム（勤労青少年ホーム内） (22)6878
大田原西地区公民館(生涯学習課から移管)
農政係　　農産園芸係
農村整備係　　林業振興係　　地籍調査係
(事業係を廃止　業務は林業振興係へ移管）
政策企画係（新設）　　政策推進係（新設）
市民協働係（新設）
行政経営係（新設）　　行政改革係（新設）　　統計係
秘書係　　広報広聴係
管理係　　工務係（工務１係および工務２係を統合）
維持係
管理係　　工務係
管理係　　市民スポーツ係　　スポーツレクリエーション祭係
管理事業係（黒羽体育館内） (54)2858
大田原図書館 (23)4560
黒羽図書館 (59)0855
湯津上庁舎図書室（湯津上庁舎内） (98)2111
文化振興係　　那須与一伝承館管理業務係
ピアートホール係（ピアートホール内） (59)0855
黒羽芭蕉の館（黒羽芭蕉の館内） (54)4151
管理係　　市民生活係（市民担当を改称）
健康福祉係
（産業観光担当を廃止　業務は他の係に移管）
市民税係
資産税係
総務係　　学校再編整備担当　　施設係
学校給食センター（学校給食センター内） (54)0183
小学校 23校　　中学校 ９校
庶務係　　学校教育係
生涯学習係　　文化財係
歴史民俗資料館（歴史民俗資料館内） (98)2151
少年指導センター（少年指導センター内） (22)5884
公民館係　　地区公民館 11館
（生涯学習課から移管）
管理係　　諸税収納係（観光経済課から移管）　
両郷出張所 (59)0111　　須賀川出張所 (57)0111
市民生活係　　健康福祉係
（農林観光担当を廃止　業務は他の係に移管）
　
黒羽川西地区公民館（生涯学習課から移管）

各 課 の 配 置各 課 の 配 置

市役所代表　　（２３）１１１１ 担当課などが分からない場合は、代表電話番号におかけください。

２階
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
２
９
４

億
円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
べ
４
・
７

％
増
の
積
極
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

景
気
は
足
踏
み
状
態
に
あ
り
、
市
税
の

大
幅
な
増
収
が
見
込
め
な
い
中
、
選
択

と
集
中
に
よ
り
、
明
日
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
教
育
の
た
め
の
施
策
、
市
民
の

生
命
や
健
康
を
守
る
た
め
の
施
策
お
よ

び
雇
用
創
出
、
産
業
振
興
の
た
め
の
施

策
に
特
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
の
中
に
は
、
合
併
し
た
自

治
体
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
や
、
有
利

な
長
期
借
入
金
で
あ
る
合
併
特
例
債
13

億
４
０
６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
積

極
的
に
活
用
し
、
新
市
の
速
や
か
な
一

体
的
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
市
政
刷

新
に
向
け
た
新
規
施
策
の
展
開
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
の
整
備
、

教
育
・
文
化
の
充
実
、
少
子
・
高
齢
化

に
対
応
し
た
総
合
的
な
地
域
福
祉
施
策
、

景
気
・
雇
用
対
策
、
産
業
振
興
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、
効
率

的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
23
年
度  

大
田
原
市
当
初
予
算
の
概
要

教
育
、生
命
、産
業
振
興
を
柱
に
予
算
編
成

教
育
、生
命
、産
業
振
興
を
柱
に
予
算
編
成

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
は
、
国
の
財
政
改
革
や
景
気
の
動
向
な
ど
、
内
外
の
財

政
状
況
を
考
慮
し
、
健
全
な
自
治
体
経
営
を
図
り
な
が
ら
、
「
市
民
一
人
ひ
と
り

が
主
役
と
な
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
「
新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
７
項
目
の
基
本
政
策
に
沿
っ
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

市税

使用料及び手数料

分担金及び負担金

繰入金

その他

地方交付税

国庫支出金

市債

　うち合併特例債

県支出金

地方消費税交付金

その他

101億5,408万円

4億9,639万円

3億5,361万円

3億   400万円

12億7,369万円

125億8,177万円

62億円

36億9,798万円

36億3,380万円

13億4,060万円

17億   345万円

7億9,000万円

7億9,300万円

168億1,823円

294億円

皆さんに納めていただく市民税、固定資産
税などの税金です。　　　
市営住宅などの使用料や住民票の交付手数
料などです。　　　
他市町村や保育園を利用している方に負担
していただいているものです。　　　
基金（預金）などから一般会計に繰り入れ
るものです。
　　　
前年度からの繰越金や寄附金などです。

行政の自主性と安定性を高めるため、自主
財源の比率は高い方が良いとされています。
全国の市町村が一定の水準を維持できるよ
う、国から交付されます。

特定の事業に対し国から支出されるものです。

多くの資金を必要とする事業に対し、国や
銀行から借り入れます。
合併市町村で借り入れができる有利な借入
金です。

特定の事業に対し県から支出されるものです。

消費税５％のうち１％分が県や市町村に交
付されています。
自動車取得税の交付金やゴルフ場利用税の
交付金などです。

自
主
財
源

依
存
財
源

項　目

計

予算額 財源の説明

一
般
会
計
の
概
要

一般会計
当初予算額
２９４億円

自主財源と依存財源の内訳

市税の内訳

　市税は、大田原市の歳
入の34.5％を占める貴重
な自主財源です。
　皆さんに納めていただ
いた税金は、市民福祉の
向上や、道路をはじめと
する社会資本の形成の財
源として使われています。

入湯税  0.2%

軽自動車税  1.6%
都市計画税
 3.4%

市たばこ税
4.7%

市民税
39.6%

固定資産税
50.5%

歳入予算の概要

自主
財源
43％

依存
財源
57％

地方交付税
21.1％

市   債
12.4％

国庫支出金
12.6％

依存
財源
57％

市   税
34.5％

使用料及び手数料 1.7％

繰入金 1.0％

その他 2.7％

分担金及び負担金 1.2％

地方交付税
21.1％

市   債
12.4％

国庫支出金
12.6％

県支出金 5.8％
地方消費税交付金 2.7％

その他 4.3％
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　予算を性質別に分類する
と右図のようになります。
○義務的経費
　人件費、扶助費、公債費
　（返済金）
○投資的経費
　道路や建物の建設費、災
　害復旧費など
○その他の経費
　物件費、繰出金、補助費
　など

市債の残高は、平成21年度までは決算額、22年度は見込額、23年度は当初予算額です。

科目別
その他
の経費
44%

投資的
経　費
11%

義務的
経　費
45%性質別

億円

項　目
民　生　費
土　木　費
公　債　費
教　育　費
総　務　費
衛　生　費
消　防　費
商　工　費
農林水産業費
そ　の　他

計

予算額
78億   334万円
43億2,938万円
40億4,058万円
36億4,766万円
32億9,498万円
22億8,648万円
11億   266万円
10億9,286万円
10億6,963万円
7億3,243万円

294億円

経費の説明
高齢者や幼児、体の弱い人などを援護する福祉の向上のために使います。
道路や橋・河川・公園などを整備したり、区画整理を行うために使います。
学校や道路、市営住宅などをつくるために借りたお金の返済に使います。
小・中学校教育の充実や、文化やスポーツを盛んにするために使います。
市役所の全般的な仕事や税金関係の仕事のほか、戸籍や選挙などに使います。
皆さんの健康増進や、ごみ・し尿を処理するために使います。
皆さんの生命や身体、財産などを災害から守るために使います。
商業や工業、観光などを盛んにするために使います。
農業や畜産業、林業などを盛んにするために使います。
議会費や労働費、災害復旧費などがあります。

特別会計
国民健康保険事業費
下　水　道　事　業
老 　 人 　 保 　 健
農業集落排水事業
介 　 護 　 保 　 険

特別会計
子 育 て 支 援 券
後 期 高 齢 者 医 療
須 賀 川 財 産 区

企業会計
水 　 道 　 事 　 業

当初予算額
78億4,100万円
21億7,170万円

0円
1億9,170万円
49億4,000万円

当初予算額
2億3,710万円
5億   930万円

120万円
当初予算額
24億4,404万円

前年比
0.4%増
0.4%増
皆減

6.2%増
5.2%増

前年比
15.0%減
11.7%減
53.8%増
前年比
3.1%減

200

220

240

260

280

300

320

340

14年度
238.7億円
273.4億円

15年度
246.6億円
257.6億円

16年度
249.4億円
266.9億円

17年度
259.1億円
255.8億円

18年度
292.8億円
285.2億円

19年度
302.2億円
279.8億円

20年度
307.0億円
274.2億円

21年度
327.2億円
291.3億円

22年度
337.0億円
280.8億円

市 債 残 高
当初予算額

歳出予算の概要

一般会計の当初予算額と市債残高の推移

歳出予算の科目別内訳

特
別
会
計

企
業
会
計

土木費
14.7％

民生費
26.5％

公債費
13.7％

教育費
12.4％

総務費
11.2％

衛生費
7.8％

消防費
3.8％

商工費
3.7％

農林水産業費
3.7％ その他

2.5％

23年度
337.8億円
294.0億円

市債残高

当初予算額
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合
併
し
た
市
町
村
で
借
入
で
き
る
有
利

な
地
方
債
(※
)で
あ
る
合
併
特
例
債
を
積

極
的
に
活
用
し
、
市
内
全
域
で
道
路
や
学

校
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
次
の
事
業
で
合
併
特
例
債

を
活
用
し
ま
す
。

※

｢地
方
債
｣と
は
、
多
額
の
費
用
を
要
す

　
る
事
業
の
た
め
の
長
期
借
入
金
で
す
。

　
そ
の
う
ち
「
合
併
特
例
債
」
は
、
借
入

　
で
き
る
割
合
が
高
い
こ
と
と
、
返
済
に

　
つ
い
て
国
の
財
政
支
援
措
置
が
あ
る
大

　
変
有
利
な
地
方
債
で
す
。

　
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
財
政

健
全
化
計
画
な
ど
に
基
づ
き
次
の
よ
う
な

項
目
で
経
費
を
削
減
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
以
降
も
、
引
続
き
市
長
・
副
市
長
・
教

合
併
特
例
債
事
業

経
費
の
節
減
な
ど

経費の節減など

中心市街地活性化
事業を展開する中
央通り

平成24年７月
移転・開院予定の
大田原赤十字病院

育
長
の
給
与
や
、
部
課
長
な
ど
の
管
理
職

手
当
の
削
減
、
職
員
数
の
適
正
な
管
理
に

よ
る
人
件
費
の
削
減
、
旅
費
・
消
耗
品
な

ど
や
市
単
独
補
助
金
な
ど
の
削
減
、
施
設

管
理
業
務
の
委
託
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

平成23年度
予算額

平成22年度
予算額

削減額 削減内容
項　　目
（一般会計）

計

副市長１名空席、職員数
の減、期末勤勉手当支給
率 7.8％減等

旅費、消耗品費等
（２％～８％削減）

５％～ 10％削減

指定管理者制度導入

収集運搬業務の委託完全
実施及び競争入札実施

指定管理者制度導入

50 億 4,919
万円

１億 8,126
万円

1億 2,010
万円

200 万円

5億 1,304
万円

11 億   785
万円

51 億 7,263
万円

1億 9,612
万円

1億 4,404
万円

1,185 万円

5億 2,989
万円

12 億 4,066
万円

1億 2,344
万円

1,486 万円

2,394 万円

985 万円

1,685 万円

1億 3,281
万円

職員、 市長等の人
件費（市議会議員
を

塵芥収集費

温泉施設管理

レストラン牧場・水
遊園直売所管理費

経常経費
（削減対象分）

補助金等（学校給
食サービス事業費補
助金を除く）

69 億 7,344
万円

72 億 9,519
万円

3億 2,175
万円

合併特例債事業

合　　計

大田原赤十字病院建設費補助事業債

市道内環状南大通り線 他5路線の交通安全施設等整備事業債

市道宇田川佐良土線 他9路線の道路改良事業債

中心市街地活性化事業債

中央通り地区市街地再開発事業債

消防施設整備事業債

学校施設耐震化事業債

美原公園西原の池跡地整備事業債

1億9,000万円

1億   260万円

4億3,320万円

2億2,380万円

4,710万円

4,570万円

2億3,460万円

6,360万円

13億4,060万円
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○
市
民
大
学
の
開
催
(一
般
教
養
や
現
代

　

的
話
題
な
ど
)

○
公
民
館
事
業
、
高
齢
者
学
級
、
女
性
セ

　

ミ
ナ
ー
、
家
庭
教
育
学
級
等
の
開
催

○
講
師
の
配
置
事
業
(算
数
・
数
学
科
目

　

で
の
学
力
差
解
消
の
た
め
の
講
師
や
小

　

学
４
年
生
30
人
以
上
学
級
の
補
助
教
員

　

に
よ
る
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
)

○
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
(耐
震
実

　

施
設
計
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
)

○
小
中
学
校
米
飯
給
食
推
進
事
業
(炊
飯

　

加
工
賃
の
補
助
)

○
小
中
学
校
児
童
生
徒
給
食
費
助
成
事
業

○
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
(男

　

女
混
合
綱
引
)の
開
催

○
美
原
公
園
西
原
の
池
跡
地
整
備
事
業

○
青
少
年
交
流
事
業
(米
国
ウ
エ
ス
ト
コ

　

ビ
ナ
市
、
英
国
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

　

ス
と
の
中
高
生
海
外
体
験
事
業
)

○
全
国
青
少

　

年
ア
ウ
ト

　

ド
ア
綱
引

　

競
技
大
会

　

の
開
催

○
大
田
原
赤
十
字
病
院
施
設
整
備
費
補
助

　

事
業

○
お
笑
い
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
(お
笑

　

い
講
座
、
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
な
ど
の

　

開
催
)

○
子
宝
祝
金
、
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
(中
学
３
年
生
ま

　

で
)

○
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
等
予
防
接
種
事

　

業
○
つ
ど
い
の
広
場
、
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

○
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

○
妊
婦
健
康
診
査
費
助
成
の
拡
充

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
事
業

○
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

○
資
源
ご
み
回
収
団
体
へ
の
報
償
制
度

○
飼
い
犬
お
よ
び
飼
い
猫
の
避
妊
手
術
費

　

補
助
事
業

○
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策
事
業

○
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業

○
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り
市
町
村
交

　

付
金
事
業
(学
習
林
、
健
康
林
、
景
観

　

林
と
し
て
将
来
ま
で
残
し
て
い
く
た
め

　

に
、
明
る
く
安
全
な
里
山
林
を
整
備
す

　

る
)

○
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
推
進
事
業

　

費
補
助
事
業

○
乳
牛
、
肉
用
牛
の
導
入
補
助
事
業

○
特
産
地
育
成
事
業
(ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

　

振
興
、
ア
ン
グ
ル
ハ
ウ
ス
や
保
冷
庫
の

　

導
入
補
助
)

○
新
築
住
宅
木
材
需
要
拡
大
補
助
事
業

　

(八
溝
材
使
用
新
築
住
宅
へ
の
補
助
）

○
中
小
企
業
事
業
資
金
貸
付
事
業

○
観
光
推
進
事
業
(与

　

一
ま
つ
り
、
天
狗
王

　

国
ま
つ
り
、
紫
陽
花

　

ま
つ
り
な
ど
開
催
費
)

○
温
泉
施
設
等
の
指
定

　

管
理
者
制
度
導
入

○
都
市
計
画
区
域
用
途
指
定
見
直
し
事
業

○
市
道
宇
田
川
佐
良
土
線
等
の
市
道
整
備

　

事
業

○
中
央
通
り
金
燈
籠
地
区
整
備
事
業
(市

　

街
地
回
遊
路
整
備
、
土
地
区
画
整
理
)

○
中
央
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
補
助

○
大
田
原
市
街
地
地
区
暮
ら
し
・
に
ぎ
わ

　

い
再
生
事
業

○
市
営
住
宅
耐
震
化
事
業

○
新
大
田
原
市
上
水
道
10
箇
年
整
備
事
業

○
下
水
道
管
渠
布
設
工
事

○
市
の
管
理
す
る
浄
化
槽
設
置
工
事

○
防
犯
協
会
、
自
主
防
災
組
織
の
補
助

○
野
崎
駅
西
口
自
転
車
駐
輪
場
防
犯
カ
メ

　

ラ
設
置
工
事

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
新
築
事

　

業
(黒
羽
第
10
分
団
第
２
部
)

○
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
等
配
備
事
業

○
市
道
内
環
状
南
大
通
り
線
等
の
交
差
点
、

　

路
肩
等
の
改
良
工
事

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
(カ
ー
ブ
ミ

　

ラ
ー
、
区
画
線
等
の
設
置
お
よ
び
修
繕
)

○
各
自
治
会
へ
の
運
営
費
交
付

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
(講
座
の
開

　

催
、
女
性
の
海
外
研
修
補
助
、
広
報
紙

　

発
行
)

○
総
合
計
画
基
本
計
画
策
定
事
業
(市
民

　

意
識
調
査
の
結
果
を
基
に
後
期
計
画
を

　

策
定
)

○
事
業
仕
分
け
の
実
施

○
未
納
警
告
員
、
徴
収
対
策
専
門
員
配
置

○
経
済
セ
ン
サ
ス

○
大
田
原
市
議
会
議
員
選
挙

○
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

■
問
い
合
わ
せ

　

財
政
課
財
政
係

　
　
　

(２
３
)８
７
９
７

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業

平
成
23
年
度
の
主
な
事
業

７ 

項
目
の
基
本
政
策

明
日
に
伝
え
る

文
化
と
学
び
の
ま
ち
へ

１

健
康
と
生
き
が
い
に
満
ち
た

福
祉
と
医
療
の
ま
ち
へ

２
自
然
と
共
生
し
て
い
く
ま
ち
へ

３

活
力
み
な
ぎ
る

豊
か
な
産
業
の
ま
ち
へ

４
人
に
や
さ
し
い
快
適
な
ま
ち
へ

５

安
全
・
安
心
で

市
民
活
動
が
い
き
づ
く
ま
ち
へ

６
健
全
な
自
治
体
経
営
の
ま
ち
へ

７

天狗王国夏まつり

全国青少年アウトドア
綱引競技大会

天狗王国夏まつり
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お知らせ

　

地
価
公
示
法
に
基
づ
く
平
成
23
年
地
価

公
示
価
格
(平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
)が
、

３
月
18
日
に
国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員

会
か
ら
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
県
に
お
け
る
地
価
の
平
均
変
動
率

　

住
宅
地
が
4
・
３
％
(前
年
４
・
１
％
)減
、

　

商
業
地
が
4
・
９
％
(前
年
４
・
６
％
)減

　

と
、下
落
幅
が
前
年
よ
り
拡
大
し
ま
し
た
。

●
本
市
に
お
け
る
地
価
の
平
均
変
動
率

　

住
宅
地
で
６
・
１
％
(前
年
６
・
５
％
)減
、

　

商
業
地
で
５
・
２
％
(前
年
５
・
５
％
)

　

減
と
、
住
宅
地
・
商
業
地
と
も
に
前
年

　

に
続
き
下
落
し
て
い
ま
す
。

●
地
価
公
示
の
閲
覧
場
所

　

市
都
市
計
画
課
(市
役
所
本
庁
舎
北
側
２
階
)

◇
地
価
公
示
と
は

　

国
土
交
通
省
の
土
地
鑑
定
委
員
会
が
、

　

地
価
公
示
法
に
よ
っ
て
標
準
的
な
地
点

　

を
選
び
、
不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
評
価

　

を
も
と
に
、
毎
年
１
月
１
日
時
点
に
お

　

い
て
、
そ
の
土
地
の
１
㎡
あ
た
り
の
価

　

格
を
決
定
し
、
公
示
す
る
も
の
で
す
。

　

公
示
価
格
は
、
一
般
の
土
地
取
引
や
資

　

産
評
価
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
土
地
の

　

適
正
な
価
格
を
判
断
す
る
客
観
的
な
目

　

安
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
１
１

　

中
央
通
り
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
に
つ
い
て
、都
市
再
開
発
第
16
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
計
画
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。　

こ
の
案
に
つ
い
て
、
当
該
事

業
に
関
係
の
あ
る
土
地
若
し
く
は
そ
の
土

地
に
定
着
す
る
物
件
に
つ
い
て
権
利
を
有

す
る
方
ま
た
は
参
加
組
合
員
は
、都
市
再
開

発
第
16
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、縦
覧
期

間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
週

間
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、県
知
事
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
事
業
計
画
の
名
称

　

中
央
通
り
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

　

事
業
事
業
計
画（
施
行
者
中
央
通
り
地

　

区
市
街
地
再
開
発
組
合
）

●
関
係
す
る
土
地
の
位
置
及
び
区
域

　

左
図
の
と
お
り

●
縦
覧
期
間

　

４
月
15
日（
金
）〜
５
月
２
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・

　

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
場
所　

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
再
開
発
事
業
係

　

(山
の
手
１
丁
目
ま
ち
づ
く
り
事
務
所
)

●
意
見
書
提
出
先

　

栃
木
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
市
街

　

地
整
備
担
当

　
　
　

０
２
８
‐
６
２
４
‐
２
４
６
４

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
再
開
発
事
業
係

　
　
　
（
２
３
）１
９
１
６

平
成
23
年
度
の
地
価
公
示
価
格

ユーアイ館
●

ユーアイ館
●

ユーアイ館
●

●大田原赤十字病院●大田原赤十字病院●大田原赤十字病院

金燈籠交差点金燈籠交差点

中
央
２
丁
目

中
央
２
丁
目

●トライアル●トライアル

中央通り地区市街地再開発事業の変更位置図中央通り地区市街地再開発事業の変更位置図

事業変更区域

中
央
通
り
第
一
種
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
の

事
業
計
画
の
縦
覧
に
つ
い
て

  0.0018
標準地番号 標準地の所在

大田原-１

大田原-２

大田原-３

大田原-４

大田原５-１

大田原５-２

【 市内における地価公示価格 】 ※(　)内は前年の価格および変動率です。

用途区分 変動率
(％)

住宅地

住宅地

住宅地

住宅地

商業地

商業地

標準地1㎡あたり
の価格（円）

新富町２丁目
　３番32号

住吉町１丁目
　８番17号

住居表示所在および地番
 ▲ ５．４
( ▲ ７．０ )
▲ ６．０
( ▲ ６．０ )
▲ ６．９
( ▲ ７．０ )
▲ ５．９
( ▲ ６．１ )
▲ ４．９
( ▲ ４．９ )
▲ ５．５
( ▲ ６．１ )

３５，０００
（３７，０００）
３１，１００
（３３，１００）
３２，４００
（３４，８００）
３０，５００
（３２，４００）
４２，３００
（４４，５００）
４６，３００
（４９，０００）

美原１丁目
　10番８号

中央１丁目
　１番29号

住吉町１丁目
　2510番61
美原１丁目
　3539番40
紫塚３丁目
　2653番21
美原２丁目
　2831番102
新富町２丁目
　1859番１ 外
中央１丁目
　2239番１



●
５
月
の
相
談
の
窓
口

お知らせ
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
那
珂
川
を
き
れ

い
に
す
る
会
」が
中
心
と
な
っ
て
、
那
珂
川

河
畔
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
　
日　

①
５
月
22
日
②
６
月
26
日
③

　

８
月
28
日
④
９
月
25
日
い
ず
れ
も
日
曜
日

●
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
７
時
に
大
田

　

原
市
役
所
黒
羽
庁
舎
集
合

●
清
掃
区
域　

高
岩
か
ら
松
葉
川
合
流
点

　

ま
で
の
那
珂
川
河
畔

●
作
業
内
容　

河
川
敷
の
ご
み
回
収（
作

　

業
は
１
時
間
30
分
程
度
）

●
服
装
な
ど　

清
掃
活
動
が
し
や
す
い
服

　

装
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
道
具
を
各
自

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
袋
は
事
務
局
で
用
意
し
ま
す
。

●
参
加
申
込　

個
人
、団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

５
月
13
日（
金
）ま
で
に
、
住
所
、
氏
名（
団

　

体
は
団
体
名
、
代
表
者
名
、
参
加
人
数
）、
連

　

絡
先
、参
加
希
望
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
珂
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
事
務
局

　
（
黒
羽
支
所
管
理
課
）

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
１

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
７

那
珂
川
河
畔
清
掃
活
動

参
加
者
募
集

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　５月 23 日（月）　午前 10 時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター  　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　５月 11 日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　  （９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　５月 17 日（火）　午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　　　　　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係
　　　（２３)８７００

総合行政相談

　専門相談員による情報提供（無料）
　日時　毎週月・金曜日
　　　　午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）
　場所　宇都宮市本町４-15宇都宮NIビル２F
　※法律相談は有料
　※資産が一定以下の基準であると民事法律扶助
　　による無料法律相談があります。

■予約・問い合わせ
　法テラス栃木
　　０５０（３３８３)５３９５

法テラス
（宇都宮）

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などについ
ての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日 
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

■問い合わせ
　交通事故相談用電話
　　　（２３)１５５６

栃木県
交通事故相談

　人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめ
に関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　５月 16 日(月）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター  　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　５月 11 日(水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　  （９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　５月 17 日(火）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　　　　　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務防災係
　　　（２３)１１１１

人  権  相  談

●日　　時　４月26日(火)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１(フリーダイヤル・固定電話専用)
　　　　　　※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん お気軽にお電話ください

■お詫びと訂正
広報おおたわら４月１日号 20 ページでお知らせしました「もしもし市長さん」の日程に
誤りがありましたので、次のとおり訂正してお詫び申し上げます。

市民無料法律相談は、当面の間見合わせます。
■問い合わせ
　総務課文書法規係　　（２３）８７０２
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お知らせ

　

中
途
失
聴
者
や
難
聴
者
な
ど
、
手
話

に
な
じ
み
に
く
い
方
に
対
し
、
会
話
な

ど
の
要
点
を
書
い
て
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
「
要
約
筆
記
者
」
の
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　

基
礎
課
程
終
了
後
、
引
き
続
き
市
で

行
う
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
応
用
課

程
）を
受
講
し
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

要
約
筆
記
者
と
し
て
、
聴
覚
に
障
害
を

も
つ
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
が
で
き

ま
す
。

【
要
約
筆
記
と
は
】

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
、
会
話

の
内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る

筆
記
通
訳
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。会
話
を

全
て
文
字
に
し
て
伝
え
る
の
は
難
し
い
の

で
、
そ
れ
を
要
約
す
る
た
め
「
要
約
筆
記
」

と
い
い
ま
す
。

●
期
　
間　

５
月
13
日
〜
８
月
19
日

　

毎
週
金
曜
日

●
時
　
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
　
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
方

●
定
　
員　

10
名

●
受
講
料　

無
料

　

テ
キ
ス
ト
代（
２
０
０
０
円
程
度
）は
自 

　

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

５
月
６
日（
金
）ま
で
に
、福
祉

　

課
福
祉
支
援
係
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。受

　

講
決
定
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
１

　

聞
こ
え
な
い
人
、
聞
こ
え
に
く
い
人
が
、

社
会
へ
一
歩
踏
み
出
す
た
め
に
、
仲
間
同

士
、
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る
聞
こ
え
る
人
と

一
緒
に
、
生
活
に
密
着
し
た
手
話
を
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
会　
「
と
ち

の
葉
」  

会
長　

磯
島　

都
子

●
期
　
間　

５
月
か
ら
１
年
間

　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所　

大
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
会
　
費　

年
間
１
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
方
法　

５
月
10
日（
火
）ま
で
に
電

　

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
途
失
聴
・
難
聴
者
の
会
「
と
ち
の
葉
」

　

担
当　

西
川　

ゆ
う
子

　
　
　
（
３
７
）８
６
４
３

●
日
　
時　

４
月
21
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
　
所

　

市
総
合
文
化
会
館　

第
一
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
７

聴
覚
に
障
害
を
持
つ
方
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
基
礎

課
程
）受
講
生
募
集

保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談保健センターの教室・相談
ためして運動塾

日　時 場　所

５月11日(水)
9:15～11:30

ウオーキング、ストレッチ、
健康ワンポイント
アドバイスなど

内　　容

黒羽
保健センター

■問い合わせ
　健康政策課成人健康係　 　（２３）７６０１

運動は内臓脂肪を減らす効果的な方法の一つです。運
動習慣のきっかけづくりや、生活習慣病の予防のため
の教室です。

難
聴
者
の
た
め
の
手
話
学
習
会

参
加
者
募
集

５月の日程５月の日程５月の日程集団健診集団健診集団健診

●｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健診｣を受診する方は、｢保険
　証｣と｢特定健康診査受診券｣をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、
　健康政策課成人健康係までご連絡ください。変更のご連絡がない
　場合、ご希望の日に受診できないことがあります。

●受付時間
　午前8時～10時

■問い合わせ
　健康政策課成人健康係　　（２３）７６０１

･４
０
０
ml
・
成
分
献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

須賀川地区
黒羽・川西地区
湯津上地区
荒町・赤瀬北大和久
川下刈切平林・富士見・若林
栄町・成田町
下町・雇用促進住宅・紫塚
大久保町・元町
上町・清水町・旭町
紫塚ニュータウン
沼の袋

５月７日(土)
５月８日(日)
５月９日(月)
５月10日(火)
５月13日(金)
５月14日(土)
５月15日(日)
５月16日(月)
５月19日(木)
５月21日(土)
５月22日(日)

須賀川小学校
黒羽庁舎
湯津上庁舎
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館
大田原東地区公民館

日にち 会　　場 対　象　地　区

★
★

★
★

■会場変更のお知らせ
　このたび、震災の影響で会場の一部が使用不能となり、下表の★印の
　会場が変更になりましたのでご注意ください。
　また、６月以降の変更については次回の広報でお知らせいたします。
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　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医などが交代で、休日等の夜間の
初期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院などと連携して適切な診療を
行います。

■休日当番医・休日等急患診療所・夜間
　等診療当番病院に関する問い合わせ
　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1丁目-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒
　
磯
　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

日
１
９
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24
31

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

土
７
14
21
28

５月 の 診 療 日

金
６
13
20
27

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児救急拠点病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】
  午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2丁目-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受診するか、
　休日当番医、休日等急患診療所をご利用ください。
◎診療を受けた方が良いか、家庭で様子を見ても良いか悩ん
　だときは、下の電話相談をご利用ください。

《お願い》事前に当番病院に電話をして
　　　　　から受診してください

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
磯医院
江部医院
山の手岡くりにっく
くろばね齋藤醫院
礒外科小児科医院
車田医院
木戸内科クリニック
鎌田医院

黒羽向町8
黒羽向町60
山の手2-21-10
黒羽田町612
浅香3-3711
大豆田457-24
美原2-2831-153
薄葉2252-25

(５４)００２０
(５４)００１３
(２０)２２５１
(５４)００３１
(２２)２６０１
(５４)００６２
(２０)３２００
(２９)２０５５

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　
　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　
・局番なし ♯８０００
・０２８－６００－００９９
※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

５月の休日当番医

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

５月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　お子さんが急な病気
やけがで心配なとき、
家庭での対処方法など
を、経験豊富な看護師
がアドバイスします。

大田原赤十字病院では、ベテラン看護師による毎
日24時間体制での電話相談を行っています。
　適切なアドバイスが受けられますので、
まずは電話でご相談ください。

　１日(日)
３日(火)
４日(水)
５日(木)
８日(日)
15日(日)
22日(日)
29日(日)
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お知らせ

●
対
　
象　

市
内
の
小
学
１
〜
６
年
生

●
日
　
時　

５
月
14
日
〜
９
月
24
日
、
毎

　

週
土
曜
日
、午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30

　

分（
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
場
　
所　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
参
加
費　

５
０
０
０
円（
全
日
程
分
、
保

　

険
料
含
む
）

●
申
込
方
法　

５
月
10
日（
火
）ま
で
に
ス

　

ポ
ー
ツ
振
興
課（
県
北
体
育
館
内
）へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分
、土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

に
あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催

　

大
田
原
市
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
体
育
協
会

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

沢
村

　
　
　

０
９
０
‐
１
５
０
２
‐
３
６
５
０

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

　

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル
は
、

黒
羽
中
学
校
生
徒
の
水
泳
授
業
の
た
め
、

一
般
開
放
を
行
わ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

水
泳
の
授
業
で
使
用
す
る
期
間
は
、
５

月
９
日（
月
）〜
６
月
17
日（
金
）、
時
間
帯

は
平
日
の
午
前
の
部（
９
時
30
分
〜
正
午
）

と
な
り
ま
す
。授
業
で
利
用
し
て
い
る
時

間
は
、
黒
羽
中
学
校
の
専
用
使
用
に
な
り

ま
す
の
で
一
般
開
放
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、
市
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
館
内
ポ
ス
タ
ー
な
ど

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
施
設
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
２

　

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
（
５
９
）１
０
３
１

　

急
激
に
移
り
変
わ
る
社
会
情
勢
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
知
識
を
持
ち
、
地
域
社
会

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な

人
材
育
成
の
た
め
に
「
市
民
大
学
第
11
期

生
」 
を
募
集
し
ま
す
。

●
履
修
期
間
　
６
月
か
ら
２
年
間

●
時
　
間　

　

主
に
午
後
７
時
〜
９
時

●
会
　
場　

湯
津
上
支
所
な
ど

●
内
　
容

○
一
般
教
養
科
目『
ふ
る
さ
と「
お
お
た
わ

　

ら
」を
知
る
』

・
開
催
予
定
日

　

６
月
１
日（
水
）、29
日（
水
）、

　

８
月
３
日（
水
）、

　

９
月
７
日（
水
）、

　

10
月
５
日（
水
）

・
主
な
講
義
内
容　

那
須
地
方
の
古
代
か

　

ら
近
代
史
に
つ
い
て

○
現
代
的
課
題
科
目
「
ふ
る
さ
と
大
田
原

　

の
自
然
と
文
化
」

・
開
催
予
定
日　

６
月
15
日（
水
）・
７
月

　

20
日（
水
）・
８
月
24
日（
水
）・
９
月
21

　

日（
水
）・
現
地
視
察
日
未
定

・
主
な
講
義
内
容　

豊
道
春
海
に
つ
い
て
、

　

那
珂
川
水
系
の
魚
た
ち
、
那
須
の
地
形
、

　

現
地
視
察
な
ど

○
ほ
か
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
の
連

　

携
講
座
や
市
教
育
委
員
会
主
催
事
業
な

　

ど
の
特
別
講
座（
内
容
な
ど
が
変
更
と

　

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

●
応
募
資
格

　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以

　

上
の
社
会
人

●
募
集
定
員

　

30
名（
先
着
順
）

●
受
講
料

　

年
額
５
０
０
０
円
（
資
料
代
な
ど
一
部

　

個
人
負
担
あ
り
）

●
募
集
期
間

　

４
月
20
日（
水
）〜
５
月
20
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル

利
用
の
お
知
ら
せ

■問い合わせ　
　こども課子育て支援係
　　　（２３    ）８９３２

子育て支援情報子育て支援情報
＜４月15日（金）～５月15日（日）＞

大
田
原
市
民
大
学
第
11
期
生
募
集

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さん
　から目を離さないようお願いします。

木曜日
休館：5/5

火曜日
休館：5/3

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

火･木･金・第２土曜日つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保
護者の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図り
ながら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関
する相談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
休館：5/4

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~14:00

休館：5/3、5/5
月･水･金・第４土曜日つどいの広場 さくやま

(旧さくやま保育園) 休館：4/29、5/4

休館：4/29、5/3、
5/4、5/5
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市
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
、
英
国
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
ス
か
ら
４
名
の
高
校
生
を
受
け

入
れ
、
市
内
一
般
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
日
本
の
文
化
や
生
活

習
慣
を
学
ん
で
も
ら
う
交
流
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
こ
の
高
校
生
を
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
期
間

　

７
月
27
日（
水
）〜
８
月
９
日（
火
）

　

14
日
間（
予
定
）

●
応
募
要
件　

市
内
に
在
住
し
、
高
校

　

１
・
２
年
生
の
い
る
家
庭（
平
成
23

　

年
４
月
現
在
）

※
受
け
入
れ
家
庭
に
は
市
か
ら
受
け

　

入
れ
費
用
の
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
数　

①
男
子
高
校
生
の
い
る
家
庭　

２
家
庭

②
女
子
高
校
生
の
い
る
家
庭　

２
家
庭

●
応
募
方
法　

５
月
10
日（
火
）ま
で
に
、

　

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
地
区
公
民

　

館
に
あ
る
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
登

　

録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
生
涯
学

　

習
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　

◇
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
る
家
庭

　

の
高
校
生
は
、
平
成
24
年
度
の
夏
に

　

高
校
生
交
流
事
業
で
英
国
ス
コ
ッ

　

ト
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ア
ン
ド
リ
ュ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
開
館
時
間

〈
旧
〉
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分　

　
　
　
　
　

←

〈
新
〉午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
５
４
）１
０
４
０

　

農
村
地
帯
で
は
、
カ
モ
や
カ
ラ
ス
な

ど
の
有
害
鳥
獣
が
稲
・
苗
な
ど
の
農

作
物
を
食
べ
る
た
め
、
毎
年
多
く
の
田

畑
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
食
害
対
策
と
し
て
、
次
の
と
お

り
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・
駆
除
を
実
施

し
ま
す
。

　

田
畑
・
山
林
の
近
く
で
の
農
作
業

や
子
ど
も
の
外
遊
び
に
は
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
捕
獲
期
間　

５
月
６
日（
金
）〜
９
日

　
（
月
）　

４
日
間

●
対
象
鳥
獣　

カ
モ
・
カ
ラ
ス

●
方　

法　

銃
猟
に
よ
る
捕
獲
・
駆
除

●
対
象
地
区　

金
田
・
親
園
・
野
崎
・

　

佐
久
山
地
区
、
湯
津
上
全
地
区
、
黒

　

羽
全
地
区

●
実
施
主
体　

対
象
地
区
の
区
長
会

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
開
館
時
間

変
更
の
お
知
ら
せ

カ
モ
・
カ
ラ
ス
の
捕
獲
・
駆
除

を
実
施
し
ま
す
！

平
成
23
年
度
高
校
生
交
流
事
業

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

ー
ス
に
派
遣
さ
れ
る
対
象
と
な
り

　

ま
す
。（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

◇
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
、
実
行
委

　

員
会
に
よ
る
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
電
力
不
足
に
対
応
す
る
た

め
、
当
面
の
間
、
大
田
原
市
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
を
変
更
さ
せ

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前に図書館カウンターでパスワードの登録申請をしてください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

●日　時　５月１日(日)、５月８日(日)
　　　　　５月15日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

ピノキオおはなし会

(23)4560
開館  平　日 9:30～17:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

(59)0855
開館  平　日  9:30～17:30
時間  土日祝  9:30～17:30

●日　時　５月８日(日)
　　　　　午前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい など

コアラおはなし会

　電力不足に対応し、当面の間開館時間を午前９時
　30分～午後５時 30分とさせていただきます。（湯
　津上図書室は変更なし）
　また、計画停電の実施中はシステム中止により閲
　覧・返却受付のみとなり、貸出・返却処理ができ
　ません。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力
　をお願いいたします。

◎大田原図書館・黒羽図書館開館時間変更

●日　時　４月30日(土)
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●内　容　児童書・雑誌・一般書など、ご自由に
　　　　　  お持ち帰りできます。（本を入れる袋を
　　　　　  ご持参ください）

リサイクル市



那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
３
回
〉

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
３
回
〉
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伝承館・彫刻周遊

○
那
須
与
一
が
用
い
た
太
刀

○
那
須
与
一
が
用
い
た
太
刀

　

那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る
資
料

の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
那
須
与

一
を
生
み
出
し
た
那
須
家
に
伝
わ
っ
た

資
料
群
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
与
一
に

直
接
関
わ
る
資
料
と
い
う
の
は
、
実
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。
そ
の
中
か
ら
今
回
は
与

一
が
用
い
た
と
さ
れ
る
太
刀
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

太
刀 

銘
成
高

　

こ
の
太
刀
は
、  

元
暦
２

年（
１
１
８
５
）の
屋
島
合
戦

に
お
い
て
与
一
が
扇
の
的

を
射
た
際
、 

身
に
つ
け
て

い
た
と
さ
れ
る
も
の
で
、 

那
須
家
の
宝
物
の
中
で
も

特
に
重
視
さ
れ
て
き
た
も

の
で
す
。  

作
者
で
あ
る
成

高
は
、平
安
末
期
か
ら
鎌
倉

初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た

古
備
前
派
の
刀
工
で
す
が
、

そ
の
作
品
は
現
在
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
お
ら
ず
、そ
う
い

っ
た
点
で
も
貴
重
な
資
料

で
す
。

　

写
真
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、大
変
細
身
で
反
り
が

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

7

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　ふれあいの丘には、子どもたちがのびのびと
遊べる広々とした芝生広場があり、その周縁に
はたくさんの彫刻が設置されています。この作
品は、広場の東端に並んでいるものの１つで、
一番南から数えて３番目のものです。
　作者は子どものころに遊んだ「杜（もり）」

　　　　　　　　　をイメージしてつくったと
　　　　　　　　　いいます。その杜は、町並
　　　　　　　　　みから少し外れたところに
　　　　　　　　　あって、「いつでも緊張と
　　　　　　　　　冒険の世界」を与えてくれ
　　　　　　　　　て、「その中で自然の不思
議さ大切さを学び、友だちや動植物に友情と愛
情を育」んだといいます。作者の記憶を形に表
したこの「杜」は、現代の子どもたちにどんな
世界として見えてくるでしょうか。
　作者は日原公大氏。本市彫刻シンポジウムの
開始当初からオルガナイザーとしてイベントを
主導しています。ほか
に、那須野が原ハーモ
ニーホールや街かど美
術館の運営委員なども
務め、本市の文化芸術
の振興にご尽力いただ
いています。道の駅那
須与一の郷に設置され
ている「与一」像も日
原氏の作品です。

杜のフォルム（記憶の杜）
日原　公大 （大田原市） 1997年
ひ  はら　　  こう だい

日原  公大  氏日原  公大  氏

設置場所案内図（★印）

★

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場 芝生広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

強
い
と
い
う
、
す
ぐ
れ
た
古
備
前
の
特
徴

を
よ
く
備
え
て
お
り
、
国
の
重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
逸
品
で
す
。

綾
包
太
刀
拵

　

さ
て
こ
の
太
刀
銘「
成
高
」に
は
、
拵
が

附
属
し
て
い
ま
す
。

　

拵
と
は
刀
剣
の
外
装
の
こ
と
で
、
柄
・

鐔
・
鞘
な
ど
、
刀
身
を
覆
う
部
品
を
総
称

し
た
も
の
で
す
。

　

黒
漆
塗
り
の
鞘
が
緑
色
の
綾
で
包
ま

れ
て
い
る
た
め
、「
綾
包
太
刀
拵
」の
名
で

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
拵
は
現
在
で
は
、
鐔
が
失
わ
れ
、

綾
の
大
部
分
が
剥
落
す
る
な
ど
、
か
な
り

傷
み
の
あ
る
状
態
で
す
が
、
こ
の
拵
も
ま

た
、
中
身
の
太
刀
に
劣
ら
ず
貴
重
な
も
の

な
の
で
す
。

　

こ
れ
は
中
身
の
太
刀
と
同
じ
時
期
、
つ

ま
り
８
０
０
年
以
上
前
に
作
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
古
い
時
期
の
拵
と

い
う
の
は
、
日
本
全
体
で
み
て
も
実
は
ほ

と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

そ
の
希
少
性
ゆ
え
、中
身
の
太
刀
銘「
成

高
」と
同
様
に
、こ
の「
綾
包
太
刀
拵
」も
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

げ
ん
り
ゃ
く

や
し
ま  

か
っ
せ
ん

た
か

な
り

こ　

び　
ぜ
ん  

は

た　

 

ち　

  

め
い  

な
り  

た
か

あ
や
づ
つ
み   

た   

ち  

こ
し
ら
え

こ
し
ら
え

つ
か

つ
ば

さ
や

く
ろ
う
る
し
ぬ

あ
や

あ
や
づ
つ
み  

た 

ち  

こ
し
ら
え
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友の会優先電話予約  　　４月28日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ４月30日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ５月２日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

日時・会場 ７月30日(土)

●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの
　｢０才からのファミリー･コンサートVol.14｣
●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの
　｢０才からのファミリー･コンサートVol.14｣

大人  1,300円(友の会  1,200円)
小学生～高校生  500円　
子ども(０歳～小学生未満)  無料

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午前10時45分開演／大ホール

　来年１月に開催する｢第７回ハーモニーホール展｣
に新たに出品を希望する方を募集いたします。
●開催日　平成24年1月14日(土)～1月22日(日)
●会　場　那須野が原ハーモニーホール
　　　　　第１、２ギャラリー
●募集部門　日本画、洋画、版画、書、彫刻、工芸
　　　　　　の６部門
●対象者　高校生以上で栃木県在住の方
●出品点数・出品料　１人１点　無料
●申込期間　４月11日(月)～８月31日(水)
●申込書類　新規出品申込書、作品詳細、作品写真
●注意事項　展示作品の審査を行います。
　　　　　　作品によっては展示されない場合もあ
　　　　　　りますのでご了承ください。
※詳しくはホールまでお問い合わせください

毎回好評のトリオ･ラ･プラージュによる人気コンサート。
おもに未就学児向けの約１時間のプログラムです。
♪

日時・会場 ７月30日(土)

●トリオ･ラ･プラージュwithフレンズの
　夏休み、家族で自由研究 !!
●トリオ･ラ･プラージュwithフレンズの
　夏休み、家族で自由研究 !!

大人  1,300円(友の会  1,200円)
中学生・高校生  500円　
子ども(３歳～小学生)  無料

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後３時開演／大ホール

オーケストラ曲でも６人で演奏してしまう驚異のミニミ
ニオーケストラ！ご家族でお馴染みの名曲をどうぞ。
♪

※入場は３歳児以上とさせていただきます
※妊婦招待事業です
【演奏予定曲目】ベートーヴェン:交響曲第5番｢運命｣
  より、チャイコフスキー:バレエ音楽｢白鳥の湖｣
  より、サン＝サーンス:｢動物の謝肉祭｣より、リム
  スキー＝コルサコフ:交響組曲｢シェエラザード｣
  ほか
【出演】トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
ヴァイオリン:田口美里
クラリネット:近藤千花子
ピアノ:渚　智佳
トランペット:牛腸和彦
ホルン:丸茂　新
コントラバス:村松裕子

※学生はＳ､Ａ席のみ2,000円引きでお求めいただけ
　ます
※入場は就学児以上とさせていただきます
【演奏予定曲目】ベートーヴェン:序曲｢レオノーレ｣   
  第3番 op.72b、モーツァルト:フルート協奏曲 第2  
  番 K.314、フランク:交響曲 ニ短調
【出演】山形交響楽団

ハーモニーホール展新規出品者募集ハーモニーホール展新規出品者募集
　子どもたちがオーケストラの楽器に触れて、オー
ケストラを丸ごと楽しめる「楽器と遊ぼう～子ども
・オーケストラたんけん～｣を今年も開催します。
　詳しくはハーモニーホール事務局までお問い合わ
せください。
●日　時　６月26日(日)　午後１時30分～
●場　所　那須野が原ハーモニーホール 大ホールほか
●内　容　楽器の音出し体験､オーケストラ音楽体験
●対　象　小学生・中学生(定員100人)
●費　用　200円
●指導・演奏 　那須フィルハーモニー管弦楽団
●申込方法　５月15日(日)～５月31日(火)の期間中
　にハーモニーホール事務局まで直接またはお電話
　でお申し込みください。
※東京電力の計画停電等で実施について変更のある場合もあります

楽器と遊ぼう～子ども・オーケストラたんけん～
参加者募集！

楽器と遊ぼう～子ども・オーケストラたんけん～
参加者募集！

友の会優先電話予約  　　５月５日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ５月７日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ５月９日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

日時・会場 ８月７日(日)

●山形交響楽団那須野が原特別演奏会
　　～山形から那須へのシンフォニー～
●山形交響楽団那須野が原特別演奏会
　　～山形から那須へのシンフォニー～

Ｓ席  5,000円(友の会  4,500円)
Ａ席  4,000円(友の会  3,600円)
Ｂ席  3,000円(友の会  2,700円)
Ｃ席  2,000円(友の会  1,800円)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

午後６時開演／大ホール

山形交響楽団が当ホールに初登場。指揮は当ホールオー
ケストラ講座の音楽監督でもある大井剛史。また、ソリ
ストに那須町在住の山形由美を迎えます。

♪

東京電力の計画停電
等でコンサートの実
施について変更のあ
る場合もあります

大井剛史 山形由美

※東京電力の計画停電等で実施について変更のある
　場合もあります
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大田原市役所配置図大田原市役所配置図
東北地方太平洋沖地震による庁舎損壊にともない、窓口の場所を変更しております。
ご不便をおかけしますが、ご理解くださいますようお願いいたします。
※場所変更および新設部署は赤字

本庁舎

市総合文化会館

東別館

大田原地域職業
訓練センター
大田原地域職業
訓練センター

××
×

××
×

★★
★★

★★

★★

★★

※ ４月１日以降の配置

議
会
棟

南
別
館

大田原体育館大田原体育館

別棟

議会棟１階
▶第２会議室
◎議事課
　　 (23)8714

▶２階
◎市民課 　　　(23)8705
◎国保年金課 　(23)8792
◎税務課　　 　(23)8785
　(税制係)
◎収納対策課 　(23)8639
◎会計課　　 　(23)8722
◎足利銀行 　　
◎検査課 　　　(23)8189

　

南別館

※市民税係・資産税係は
　湯津上庁舎へ

◎政策推進課 　  (23)8701
◎行政経営課 　  (23)8766
◎秘書課　　　   (23)8700

職業訓練センター

◎水道課　　 　(23)8713
◎下水道課　　 (23)8712

◎湯津上支所総合窓口課 　 (98)2111
◎税務課(市民税係)　  (98)2246
　　〃　(資産税係)　  (98)2119
◎教育総務課 　　(98)7111
◎学校教育課 　　(98)7114
◎生涯学習課 　　(98)7115
◎中央公民館 　　(98)7080　　

◎黒羽支所管理課　　 　　(54)1111
◎　  〃    　総合窓口課　　(54)1112

水道庁舎湯津上庁舎 黒羽庁舎

両郷出張所

須賀川出張所
◎管理課　　(59)0111

◎管理課　　(57)0111

×

庁舎損壊のため１階
には入れません
　　進入禁止
　　出入口
　　案内係

×

★★

◎道路建設課　 (23)8710
◎道路維持課 　(23)8717
◎都市計画課 　(23)8711
◎建築住宅課 　(23)8724

本庁舎 ( 北側 )２階
外階段で２階へお入りください

◎行政経営課 　(23)8959　　 
　(情報管理係)

本庁舎 ( 北側 )１階

◎財政課　　　　　 (23)8797　　
◎選挙管理委員会　 (23)8715

外階段で２階へお入りください
本庁舎別棟２階

◎総務課(人事研修係・給与厚生係)
　　　　　　　　　 (23)8702　　　　　　

本庁舎別棟１階

東別館
▶２階
◎災害対策本部　　 (23)1111
◎総務課　　　　　 (23)8702
▶１階
◎健康政策課　　　 (23)8704
◎福祉課　　　　　 (23)8707
◎こども課　　　　 (23)8932
◎高齢いきがい課　 (23)8740
◎生活環境課　　　 (23)8706
 　(市営バス回数券・定期券販売)
　販売時間   9:00～16:00

▶３階
◎農政課
　　 (23)8708
◎農林整備課
　　 (23)8126
▶２階
◎商工観光課
　　 (23)8709
◎大田原西地区公民館
　　 (23)8719
▶１階
◎文化振興課
　(文化会館係)
　　 (22)4148
◎農業委員会
　　 (23)8716
◎農業公社
　　 (23)4834

総合文化会館
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